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さいたま市長定例記者会見 

令和２年３月５日（木曜日） 

午後１時３０分開会 

 

〇 進  行   定刻となりましたので、市長定例記者会見を始めさせていただきます。 

         それでは、記者クラブ幹事社、日本経済新聞さん、進行をよろしくお願い

いたします。 

〇日本経済新聞  ３月幹事社を務めます日本経済新聞と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

         それでは、本日の記者会見内容につきまして、市長から説明をお願いしま

す。 

〇 市  長   皆さん、こんにちは。 

         新型コロナウイルスへの対応については、国が２月１３日に発表した新型

コロナウイルス感染症に関する緊急対策を受け、本市といたしましても翌

１４日に新型コロナウイルス危機対策本部を立ち上げまして、様々な対策に

取り組んでいるところでございます。 

         学校の臨時休業や市民利用施設の休止など、市民生活への影響も大変大き

なものになってきておりますが、感染拡大を防ぎ、効果を上げていくために

は、市民の皆様や市内企業の協力なしには決してなし得ないことだと考えて

おります。できる限りの配慮をし、万全な体制で対応してまいりますので、

ぜひ皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

         また、刻一刻と状況が変化しております。迅速な情報収集と適切な情報提

供も併せて行ってまいりますので、報道機関の皆様にもご協力をお願いいた

します。  

 

 

         それでは、本日の議題に入らせていただきます。 

         まず、議題の１でございます。「リデュース・リユースを推進します」に

ついてご説明させていただきます。 

         リデュース、リユース、リサイクルのうち、リデュース、リユースの２Ｒ

は、環境負荷が少ないために特に優先して取り組むべきものと考えておりま

市長発表：議題１「リデュース・リユースを推進しま

す！」 



 
2 

す。さいたま市では、３Ｒを推進する各種施策を実施しておりますが、今回

説明する「チームＥａｔ Ａｌｌ」、また「ジモティーとの連携協定」によ

り２Ｒ、「リデュース・リユース」の促進を強化してまいりたいと考えてお

ります。 

         まず、リデュースの取組強化として、「チームＥａｔ Ａｌｌ」について

ご説明をします。 

         これまで家庭系の食品ロス削減策として、余った食材は日曜日の夜にスー

プにして食べ尽くそうという「Ｓａｉｔａｍａ Ｓｕｎｄａｙ Ｓｏｕｐ事

業」などを推進してまいりましたが、新たに事業系の食品ロス削減を推進す

ることといたしました。 

         我が国で発生する食品のうち、約半分が事業系食品ロスと推計されており

ます。これを削減するためには、公・民が連携し、オールさいたまで取り組

んでいくことが重要であると考えております。 

         そこで本市が立ち上げましたのが「チームＥａｔ Ａｌｌ」でございます。

食品ロスの削減を推進するため、事業者の皆様と市でつくるチームでござい

ます。 

         チームの参加事業者は、食品ロスの削減に取り組む事業者、事業者組合、

特定非営利活動法人などでございます。市と参加事業者の皆様が協働して食

品ロスの削減を推進することを目的として、令和２年１月１７日に参加事業

者の募集を開始したところです。チームでは、市のホームページで参加事業

者の食品ロス削減の取組を紹介するほか、来年度は共同キャンペーンの実施

も予定しております。 

         事業がスタートして約１か月半が経ちました。食品を扱う事業者の皆様か

らお問合せ、お申込みをいただいているところでございます。現在、申込み

をいただいているのは１２社でございます。規格外食品、あるいは賞味期限

が近い食品の値引きや販売、外食時の食べ切り運動の実施など、各社で積極

的に取り組んでいただいております。詳しくは市のホームページに掲載して

おりますので、ご覧いただきたいと思います。 

         さいたま市では、チームにご参加いただける事業者様を引き続き募集して

おります。参加要件、申込み方法は（スライド）のとおりとなっております。

食品に関する事業者の皆様には、ぜひこのチームに参加をいただき、みんな
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で全部おいしく食べ切って、食品ロスを出さない社会づくりにご協力いただ

きたいと思います。 

         次に、リユースの取組についてご紹介したいと思います。 

         令和２年２月２７日、地域情報サイトであります「ジモティー」を運営し

ております「株式会社ジモティー」様と連携協定を締結させていただきまし

た。株式会社ジモティー様とリユースの促進を目的とした協定を結ぶのは、

全国で初の事例ということです。協定の目的は、市内のリユース活動を促進

し、環境負荷の少ない「めぐるまち（循環型都市）“さいたま”」の実現を目

指してまいります。 

         まず、さいたま市の現状についてお知らせします。 

         平成２８年度に実施した市民意識調査の結果によりますと、約９０％の市

民の皆様が「３Ｒに取り組みたい」と回答をいただいております。市民の皆

様の意識は高く、市が具体的な３Ｒの方法をお示ししていけば、行動してい

ただける可能性が高いと考えております。 

         その一方で、粗大ごみの収集量でございますが、過去３年間で毎年

１００トンずつ増加しております。削減のために早急な対策が必要であると

考えております。 

         そういった状況の中で、本市が抱えるリユースの課題についてでございま

すが、市ではリユースの促進の取組としてリサイクル家具の展示販売会を実

施しております。これは、市民の皆様の申込みによって回収した家具を修繕

して、一部の環境センターで販売するというものでございます。ちなみに平

成３０年度の実績としては、落札数２８６件、合計で落札金額約１７３万円

を収益しているところでございます。 

         ただし、扱える品目には限りがございます。本市が収集する粗大ごみのう

ち上位３品目になっております自転車やベッド類、ソファーについては対応

ができておりません。このため、廃棄される粗大ごみの中にはまだ使えるも

のもあると考えられます。民間企業の柔軟なサービスを活用することで、廃

棄ではなく、いつでも気軽に「リユース」に回すという選択肢を市民の皆様

にご提案したいと考えております。 

         それでは、ジモティーのサービスについてご紹介します。 

         ジモティーとは、株式会社ジモティー様が運営する地域の情報サイトでご
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ざいます。本市と連携するリユース分野のほかに多岐にわたる地域情報が掲

載され、地元の掲示板として既に多くの市民に活用されているところであり

ます。今年１月の市内実績では、家具、それから家電等の譲渡、売却につい

て、月に２，４００件投稿されていると伺っております。市では、このジモ

ティーと連携することによって、市民の皆様にリユースを手軽に活用できる

環境を提供してまいりたいと考えております。 

         ジモティー様と連携をすることで見込める効果について、まず市民にとっ

てのメリットでございます。粗大ごみに出すと、１つ５５０円からとなって

おりますので、それ以上の手数料がかかります。（このジモティーを利用す

ることで、）それが不要となります。また、ジモティーでは利用者の手数料

も一切かからないのが特徴となっております。 

         次に、地域コミュニティの活性化についてでございますが、地元で直接取

引をするというのが、このジモティーの原則となっておりますので、取引を

とおして地域の顔なじみが増えたという事例もあると伺っております。 

         行政としてのメリットは、市内でこのリユースの活動が活発に行われるこ

とで、廃棄物の発生量が削減できるということ、さらに、それに加えて廃棄

物の処理にかかるコストも削減できるということもございます。そして、こ

ういった地域のコミュニティが活性化できる、こうしたメリットがあると考

えております。 

         この連携をとおしまして、市民満足度をより一層高めながら、リユースの

拡大をして「めぐるまち（循環型都市）“さいたま”」の実現を目指していき

たいと考えております。 

         最後に、今後の連携方法について、まずは双方で広報を行うことで市全体

でリユースの機運を高めていきたいと考えております。市とジモティー様で

共同のリユースイベントを開催することも考えておりまして、その際にはま

た改めて情報提供させていただきたいと思っております。 

         私からの説明は以上でございます。 

〇日本経済新聞  市長からの説明について、マイクを使用して質問をお願いいたします。 

 

〇 ＮＨＫ    ＮＨＫです。 

         チームＥａｔ Ａｌｌなのですけれども、共同キャンペーンなどというふ

議題に関する質問 
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うに書かれているのですけれども、共同キャンペーンというのはどのような

ことを検討されているのかということと、あと食品ロスの現状、さいたま市

はどのぐらい廃棄されているものがあるのかということと、あとこのチーム

Ｅａｔ Ａｌｌに取り組むことでどのくらい削減効果があると見ているの

かですとか、削減目標としてどのぐらいを設定しているのか教えてください。 

〇 市  長   まず、共同キャンペーンについては、まだ具体的には決まっておりません

けれども、参加事業者と連携しながら、市民の皆さんが参加できる参加型の

キャンペーンを実施していきたいと考えております。詳細については、今検

討しているところでございますので、また決まり次第お知らせをしたいと思

います。          

   さいたま市の食品ロスについては、実際の正確な数値については把握がで

きていない状況ですが、日本全体の食品ロスが６４３万トンと言われており

まして、そのうち家庭系の食品ロスが４５％、２９１万トン、そして事業系

の食品ロスは５５％、３５２万トンと言われております。 

         本市の家庭系の食品ロスは、年間約１万４，０００トンと推計されており

ますが、（日本全体でいうと、家庭系の食品ロスより事業系の食品ロス）の

方が多いので、そこから推計するとやはり２万トン弱ぐらいの食品ロスがあ

るのではないかと考えております。 

         その中で、今、さいたま市としては事業系の可燃ごみについての全体の排

出量が平成３０年度の実績で１０万７，９２８トンでございまして、これを

令和９年度までに９万６，７６８トンにするのを目標としています。この約

１０年間で１万１，１６０トンを削減しようという目標を立てており、その

中で、食品の数字は現状、十分に把握できておりませんが、これを削減する

にも大きな効果があると考えておりまして、この目標に向けて取り組んでい

こうというのがさいたま市としての考え方でございます。 

〇 朝日新聞   朝日新聞です。 

         ジモティーの連携に関することなんですけれども、今いただいた資料を見

たり協定書を見たりする限り、結局さいたま市がジモティーというサービス

がありますよということを宣伝しているだけにとどまっているような気が

するのですけれども、市民がジモティーを使う上で何かこの連携による変化

ってあるんですか。 
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〇 市  長   現状としても株式会社ジモティーとして既にこういった事業をやってい

ることはやっているわけですけれども、さいたま市としても、リユースへの

取組を強化したいと考えております。さいたま市がこれまでやってきたリユ

ースの取組は有料で、特に粗大ごみを回収するという形で、一定の手を加え

て販売をする、これは上位３つの収集している粗大ごみに対応できていない。

これからもなかなかそれに対応するのが難しいという状況がある中で、この

民間の力をうまく活用することによって、民間の皆さんの力と、行政という

信用力を生かしながら、さらによりＰＲを強化していくことによって、より

多くの皆さんに知っていただき、この取組に協力をしていただこう、参画を

いただこうというのが大きな目的であり、これまで単体で株式会社ジモティ

ーでやってきた取組よりは、それをバックアップできる状況になるだろうと。

より一層こういったリユースというものに取り組んでいただける環境につ

ながっていくだろうと思っております。 

         おそらくジモティーの取組について市民がどれだけ知っているかという

と、それ自体は調査しておりませんが、一部の方だけだろうと思っておりま

す。そういう意味では、市報であるとか、市が広報する中でより多くの皆さ

んにそのサービスを知っていただくことによって、しかも粗大ごみに出すよ

りは費用がかからないということを、より多くの方に知っていただくことに

よって、この民間との協働でお互いの強みを生かし合い、この活動を促進さ

せるということでございます。 

〇 朝日新聞   それはつまりだからジモティーを宣伝するということ以外に何かあるの

かなと。 

〇 市  長   今後共同でキャンペーンや、そういったことを共同でやっていくというこ

とによって、さらに促していくということでございます。 

〇 朝日新聞   １位から３位の自転車、ベッド類、ソファー、これは市のほうでは対応で

きていないと書いてあるのですけれども、この対応できていないものについ

てはジモティーに出してくださいという、そういう考え方という意味なので

すか。 

〇 市  長   そういう活用の仕方もあるだろうと。そして、それ以外のもので市として

粗大ごみとして受け取れるものについても、手数料として５５０円以上のお

金をいただいて処理をすることになりますので、それも市民の皆さんにとっ
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てはかからないことになります。それによって、お金がかからないでリユー

スができる、市民の皆さんも先ほどのアンケートをご覧になったとおり何ら

かのリユースはしたいと思っているわけですが、その方策はいろいろあると

は思いますけれども、その方策の一つとして、市に粗大ごみとして出すとい

うところを、ジモティーでの取扱いにしていただくことによって、市民の皆

さんもコストをかけないでリユース活動ができるということで、ハードルが

少し下がるだろうと考えています。 

〇日本経済新聞  すみません。細かい点で恐縮なんですけれども、今のジモティーの件で、

これ締結するのは全国で初とあるのですけれども、自治体としても企業とし

ても全ての枠組みで全国で初めてということでよろしいんでしょうか。 

〇 市  長   リユースの促進として、ジモティーという会社が行政と組むのは初めてと

いうことです。 

〇日本経済新聞  あと、これも非常に細かいんですけれども、廃棄物の処理コストと、あと

粗大ごみの収集量のところで平成３０年という書き方をされているのです

けれども、これは年度という理解でよろしいのでしょうか。 

〇 事務局    年度ごとの処理コストになります。 

 

 

 

〇日本経済新聞  それでは、幹事社として代表質問をさせていただきます。質問はまとめて

行いますので、よろしくお願いします。 

         新型コロナウイルスによる感染が拡大しています。現在の市内での感染状

況についてご教示ください。 

         また、さいたま市では新型コロナウイルス危機対策本部員会議を開催して

いますが、市民の感染を防ぐために現在取り組まれている対応について教え

てください。 

         加えて、さいたま市は東京五輪の会場となっています。来場客への感染防

止対策などの計画がございましたら、併せてご教示ください。 

         また、相次ぐイベント中止や外出を控えるといった対応が加速しておりま

す。これらの動きにより、経済にも大きな影響を及ぼすことが見込まれます

が、市内でどれほどの経済影響が出ると想定しているのか、また企業への支

幹事社質問：新型コロナウイルス感染症について 

①市内の感染状況や市の取組等 

②市内経済への影響や支援策 
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援策などがございましたらご教示ください。 

         お願いいたします。 

〇 市  長   それでは、幹事社質問にお答えしたいと思います。 

         まず、本市では新型コロナウイルス感染症患者の発生はございませんが、

発生した場合には感染症予防の観点から必要な内容について、個人のプライ

バシーを配慮しながら公表したいと考えております。 

         現在の本市の対応について、２月１３日に国が緊急対応策を発表したこと

から、翌１４日に「さいたま市新型コロナウイルス危機対策本部」を設置し

まして、市一丸となって対応してございます。現在１０区全ての保健センタ

ーで感染に関する不安などの問合せに対応するとともに、疑わしい症状があ

る場合には、「帰国者・接触者相談センター」で相談を受け、専門の医療機

関につないでおります。発熱や呼吸器症状が続く方については、必ず事前に

相談の上、指定された医療機関を受診するようお願いしたいと考えておりま

す。市民の不安を少しでも解消するとともに、万が一感染している場合の早

期発見につなげていきたいと考えております。 

         また、来庁する市民が多く見込まれる区役所等には、基本的な感染症予防

の周知を兼ねて、手洗い、せきエチケットを促す貼り紙とともに、消毒剤を

配布して出入口付近に設置してございます。また、感染防止のために、市主

催イベントについては、会場の状況や来場者等を考慮して開催の必要性を検

討の上、中止または延期の判断を下しております。同様に市施設についても

原則休館とさせていただいております。 

         職員におきましては、時差出勤や通勤手段の変更等により感染を防止し、

職員が感染源とならないように対策を取ってまいります。また、新型コロナ

ウイルス感染症は感染拡大とともに状況が日々変わっていることから、市ホ

ームページや市ＳＮＳ等を活用しまして、市民の皆様に、市の対応に加え、

国が発表する最新の情報を発信してまいります。 

         次に、東京オリンピック開催時の感染症対策についてのご質問ですが、東

京オリンピック開催時は国内外から多くの方々が集まっていただくことに

なり、新型コロナウイルス感染症に限らず、感染症の集団発生や拡大のリス

クが高まることが予想されます。 

         このような状況に対応するためには、大会開催期間中に早期に感染症の探
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知をすることが重要なため、昨年は大会開催期間と同時期に感染症の発生動

向を調査し、平時のベースラインの把握を行ったところでございます。新型

コロナウイルスについては、日々状況が変化しているため、国内外の動向を

十分に注視して、大会の主催者であります組織委員会や東京都、また埼玉県

等の関係機関とも緊密に連携しながら対応について検討していきたいと考

えております。 

         次に、市内の経済への影響、また支援策についてでございます。市内の経

済影響については、公益財団法人さいたま市産業創造財団やさいたま商工会

議所等の関係機関を通じまして情報収集を行っているところです。これまで

に企業からサプライチェーンへの影響に関する相談、また運転資金の調達に

係る相談を受けており、宿泊施設、飲食店の利用者減少等、事業活動への影

響が出始めているとの情報もございます。 

         当市が実施している企業への支援策としては、経営・金融相談窓口を、公

益財団法人さいたま市産業創造財団に設置し、資金繰りや経営に関する相談

を受け付けているほか、「緊急特別資金融資（新型コロナウイルス対応）」を

設置し、中小企業の方々の資金調達を支援しております。 

         また、相談件数及び融資受付件数は徐々に増加しており、国においても

２月２６日に開催されました新型コロナウイルス感染症対策本部にて、この

１、２週間が感染拡大防止に極めて重要であるとされたことからも、今後の

状況、これまでよりもさらに状況が悪くなる可能性があると考えております

ので、しっかりと注視していきたいと考えております。 

         繰り返しとなりますが、市民の皆様においては、小まめな手洗い、またせ

きエチケットなど、引き続きインフルエンザ等と同様の感染症対策をお願い

したいと考えております。 

         以上です。 

 

〇日本経済新聞  代表質問の説明に関して、質問がある方は質問してください。 

         幹事社から１つよろしいでしょうか。先ほど相談件数が徐々に増えている

ということだったのですけれども、具体的に何件ほど集まっているのか分か

りましたらお願いいたします。 

〇 市  長   現状としては（経営・金融相談窓口を）２月５日から設置しておりまして、

幹事社質問に関する質問 
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３月４日現在、相談件数は１４件でございます。そして、緊急特別資金融資

の方でございますけれども、２月２５日から受付をして、同年３月３１日ま

でとしておりますが、現在融資の受付件数は２４件、融資受付金額は３億

３，２１０万円でございます。 

〇 ＮＨＫ    ＮＨＫです。 

         今の質問に関連してなのですけれども、相談が１４件で、融資の受付が

２４件、金額が３億円あまりということですけれども、具体的に業種はどう

いうものがあるんでしょうか。 

〇 市  長   業種等、細かいものについては、後ほど資料を含めてお知らせしたいと思

います。 

〇 ＮＨＫ    今、緊急融資されているということなんですけれども、今後影響の拡大な

んかを見て、さらに追加で何か支援を考えていることなどはあるのでしょう

か。 

〇 市  長   現時点では、これからかなり経済への影響は大きくなると考えておりま

す。これから国の経済対応なども踏まえながら、市としてそれを補完する意

味で、どういう対応を取っていくべきなのかをさらに検討していきたいと思

っています。どのくらいこれが続くのかということもあろうと思いますし、

かなり影響を受けている分野も広くなってきているような感じがしますの

で、そういったことも含めて検討していきたいと思います。 

〇日本経済新聞  細かいんですけれども、さっきの１４件というのは、さいたま市の窓口と、

あと産業創造財団等を全て含めてということですか。 

〇 市  長   そこの分類については、後ほど資料で。（会見後資料提供：業種別受付件

数） 

〇日本経済新聞  それでは、そのほかに質問がある方は質問をお願いします。 

 

 

〇 埼玉新聞   埼玉新聞と申します。国際芸術祭についてお伺いします。 

         今月１４日に開幕予定でしたさいたま国際芸術祭なんですが、先日開幕を

延期するというご案内がございました。今後のご予定ですとか、判断の基準

になる日ですとか、現在の状況について教えていただけますでしょうか。 

〇 市  長   国際芸術祭については、当初１４日に開幕ということにしておりました

幹事社質問に関する質問（さいたま国際芸術祭

２０２０の開幕延期） 
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が、２週間延期をして２８日ということにしてございます。現状としては、

今後の新型コロナウイルスの感染状況などを踏まえながら最終的に判断を

していくという方向になると思いますが、現時点で、どのタイミングでとい

う具体的にこの日までにということは申し上げられませんけれども、その辺

の状況を踏まえながら取り組んでいくことになると思います。 

         また、かなりいろいろな分野での開催、展示になりますので、期間をまた

延ばすということだけではなくて、やれること、やれないことなどを含めて、

十分に検討していく必要があると思います。 

         これまでも大変長い期間をかけて準備を進めてきて、取り組んできている

ところでありますので、実施できる可能性があれば、少しでもその可能性を

しっかりと見極めながら、またどういった対応を取ることによって感染症を

防ぐことができるのかという対策なども含めて、併せて検討していきたいと

考えております。 

〇 埼玉新聞   確認なのですけれども、今後の状況を踏まえてということが大前提になる

かと思うのですけれども、２８日の開幕は、今のところその予定なのかとい

うのが一点と、あともう一点、会期ということで今お話ございましたが、例

えば６５日間を延ばすとか、そういう可能性もあるんでしょうか。 

〇 市  長   現時点では、２８日スタートということについては変わっておりません。

会期については、今後状況を踏まえながら検討していくということになると

思います。会期を短くする可能性もあるし、あるいは会期を延ばせることに

なるかもしれませんし、その辺はまだ検討が終わっておりませんので、そう

いったことも含めて考えていきたいと思っております。 

 

〇 東京新聞   東京新聞と申します。 

         ２日から市内の学校の休校が始まったかと思うんですけど、当初は混乱と

かもあったかなと思いますが、こういった二、三日たってから、市長の今の

どういうふうに受け止めていらっしゃるのか、課題がどういったところに見

えてきて、今後どういうふうな対策を取っていこうということがもしありま

したらお伺いしたいです。 

〇 市  長   ３月２日からスタートしまして、初日では大体６．７％ぐらいのお子さん

が参加をされていると聞いています。低学年の方が割合としては高くて、

幹事社質問に関する質問（市内学校の臨時休業） 



 
12 

４年生以降は少ないという状況にございます。 

         そういった割合ですので、比較的感染しにくい環境づくりはできているの

だろうと思っておりますけれども、一方で、これから学習へのサポートをど

うしていくかとか、これは小学生も中学生も、本来であれば一応学年度末で、

一番学習のまとめをしなければいけない時期がすぽっと抜けてしまうとい

う状況があるので、それを今、教育委員会や各学校の中でどういうふうにし

っかりやっていくのかということについては検討してくださっていると思

っております。 

         それから、学童保育については、どうしても学校にいる子どもたちよりは

少し密度の高い状況があったりする部分もありますし、今、全部ではありま

せんけど、一部朝からスタートできている学童もございまして、一方でマス

クの問題であるとか、消毒の問題であるとか、これまで通常のものの中では、

それほど必ず用意しなくてはいけないものでなかったものの必要性が高ま

っているということは言えると思います。 

         それから、保育所についても、やはり学校を休校していることによって、

やはり保育士の確保が少し難しいというような声も伺っております。そうい

う意味で、そういったいろいろな休業をサポートする関連のいろんな影響が

幾つか出てきておりますので、そういったことへの対応、サポートというこ

とが市としてどれだけできるかということについても今、併せて検討し、適

宜やれることから対応していきたいと思っております。 

〇 東京新聞   今のところは、休校の期限というのは当初の予定どおりを考えていらっし

ゃいますか。 

〇 市  長   現状としては、３月１３日としております。土日がありますので、実質

１５日ということになります。ただ、１３日には中学校の卒業式がございま

す。教育委員会の声として、もし可能であれば、その後どこかのタイミング

で学校をまたできればという思いを持っているようですが、これもいずれに

しても感染状況を十分に踏まえた上での対応になると思います。 

         ただ、そのままずっと休みにしておいていいのかどうかということについ

ても、教育委員会で検討していただいていますので、単純に休みを延長する

のか、あるいはいろいろな形で、少し違う形でも一部登校していただく取組

をするとか、いろいろなやり方はあると思いますけれども、そういったこと
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なども幅広く検討してもらいながら、子どもたちへの影響をできるだけ少な

くしていただく取組が必要だと考えておりますので、そういったことについ

て、教育委員会の中でご議論いただいているところです。 

〇 朝日新聞   朝日新聞です。 

         今の学校の休校の日にちに関することなんですけれども、結局１６日以降

に学校を再開するかどうか、今のところ再開するということになっています

けれども、１６日以降については、いつまでに、どんな指標を根拠にして再

開するのか、それとも休校を続けるのか判断する予定なのでしょうか。 

〇 事務局    基本的には国の状況ですとか、国からの通知等々も出てきておりますの

で、そういったものを踏まえながら、子どもたちの様子、状況等も踏まえ、

また保護者、地域の皆様の声も聞きながら、３月１１日までには判断してい

きたいと今のところ考えております。 

〇 朝日新聞   今、市長からは、感染状況を踏まえてというお話があったと思うのですけ

れども、これは市内で、例えば何人感染したら、例えば再開せずに休校を続

けるとか、感染者が市内で報告がなければ再開するとか、そういうふうな具

体的なことは何かないんですか。国の通知待ちなのですか。 

〇 事務局    国の通知も含めて、その具体的な指標等々についても今現在検討している

ところでございます。 

 

〇日刊工業新聞  新型コロナウイルス関連で、先ほど区役所に対してマスクと消毒液を配付

しているという旨を確かおっしゃられたと思うんですけれども、区役所の中

でも消毒液切らしてしまって、入荷待ちだといったところもありました。そ

ういった現状について、マスクであったり消毒液が市内だけでなく全国だと

思うんですけど、こういった状況に対しての市長の受け止めだったり、例え

ば市民の皆様への呼びかけだったりございましたらお願いします。 

〇 市  長   マスクについては、１つは予防する上において非常に重要だと思っており

ます。ただ、ＷＨＯ等からも情報が提供されているように、感染されている

方が多くの方に感染させないためのものとしてというニュアンスがあった

り、感染していない方については比較的していなくてもいいというようなお

話もありますので、そういった整理もしながら、これからマスクが、国で生

産の増強などを含めて、いろいろ展開していただいていると聞いております

幹事社質問に関する質問（マスク・消毒液不足） 
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ので、そういった状況をしっかりと情報収集していくとともに、私たちとし

ては、マスクをすることだけが、せきエチケットには当たらないので、それ

プラス、ない場合には例えばハンカチで押さえるとか、いろいろなやり方も

あるし、最近はマスクをお手製で作るという取組も出てきていると思います。

そういったことなども情報提供しながら、感染防止策もしっかりと後退させ

ることなく、対応を進めていきたいと思っておりますし、また併せて消毒薬

についてもアルコールだけではなくて、（物への消毒については）次亜塩素

酸を薄めて使うやり方だとか、代替手段も情報としては提供させていただい

ておりますし、私自身も把握をしておりますので、そういったものなども含

めて活用しながら対応していきたい。 

         また、早くそういったものがきちんと確保できて、提供できるようになっ

てほしいと思っておりますし、私たちもそういった取組は、できる限りのこ

とはやっていきたいと思っております。 

 

〇 ＮＨＫ    ＮＨＫです。 

         新型コロナの関連なんですけれども、学校の臨時休校に併せて、問合せの

電話番号を作っていらっしゃると思うのですけれども、どのぐらいの問合せ

があったかですとか、例えば市民の方からの要望ですとか、リクエストです

とか、苦情も含めてだと思うのですけれども、どういう声があるのかという

のを教えていただきたいのが１点と、そもそも臨時休校に対して本当に効果

があるか分からない中での決定で、いろいろ社会的に大きな混乱になってい

ますけれども、改めて臨時休校になったことについて、市長としてこの判断

についてどうだったのかというご見解を教えてください。 

〇 市  長   まず、臨時休業等の相談窓口での対応についてですけれども、まず件数に

ついて言いますと、２月２９日土曜日に１４４件、それから３月１日日曜日

は４７件あったと報告を受けております。       

〇 事務局    内容については、やはり受入れ可能な児童生徒の範囲ですとか、学校の受

入れ時間、こういったことが主な内容になっています。 

〇 市  長   そして、休業したことが良かったかどうかということですね。現時点でま

だ評価をするにはちょっと早いのかなと思っておりますが、今比較的若い世

代、若年層については、症状があまりすぐに現れないという傾向があって、

幹事社質問に関する質問（市内学校の臨時休業） 



 
15 

ただその人たちを介して広がるというような話も有識者会議等で発表され

ておりますので、休業そのものがいいかどうかということについては、まだ

評価する状況にはないだろうと思っております。 

         ただ、そういったことがあるとすれば、やはり休校に一時期でもするとい

うことについては、やらないよりは効果はあるだろうと思っております。私

たちとしては、この１、２週間が大きなターニングポイントというか、非常

に重要な時期にあたっているという状況を踏まえて、ここで感染者を拡大さ

せることが子どもたちへも、社会全体へも大きな影響を及ぼす可能性がある

だろうと、それを最小限にとどめるためにどうしたらいいかという判断で、

臨時休業を決めさせていただいたところです。 

         もちろんこれをやって完全にそれが防げる状況には必ずしもないとは思

いますけれども、現状としては低下をさせる効果はあるだろうと思います。

ただ、このことで全てが解決するとは当然ないと思っておりますし、休業し

たことの効果については、今後やはりしっかりと検証していく必要があるだ

ろうと思っておりますし、また併せて休業中の状況なども、これから私たち

としては、もう少しいろいろな情報収集もしていかなければいけませんし、

そこでかえって感染拡大が高まってはいけないわけでありますので、そうい

ったことについても併せて状況を踏まえながら、対策、対応をしていく必要

があると思っております。 

〇 ＮＨＫ    小学校、中学校に関しては、出ている子どもの数も全体の６．７％（３月

２日時点）ですか、過密の状況にはなっていないと思うんですけれども、一

方で学童保育なんかは通常よりも生徒の数が増えたりして、かなり過密な状

況になっていると思うんですけれども、その辺今後施設の手配ですとか、要

員の確保ですとか、何かキャパというか、人数の過密を緩和させるための何

か取組というのは考えていらっしゃるのでしょうか。 

〇 市  長   現状としては、これまでの学童保育を受け入れている人数の子どもたちよ

り増やすということはやっておりませんので、ただやはり過密状態があるの

は間違いない事実だと思いますので、その中で日中については教室等を活用

ということもできるように、教育委員会と子ども未来局とでしっかり調整を

するように指示をしておりますので、やはり安全性が低いとなれば、一部学

校の教室などを使って対応していただきたいと思っております。 
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〇 共同通信   共同通信と申します。 

         少し話題変わるのですけれども、さいたま市内のＪＲの駅の無人化につい

てお伺いしたいと思います。最近ＪＲ東が、近年早朝を中心に一部時間帯の

駅の無人化を進めておりまして、さいたま市内も一定の数があり、かつさい

たま市内では日中も含めて長時間無人化する駅がかなり多くなっています。

それを受けて、障害者の方とかがちょっと困惑していたり、利用しづらいと

いう声があったりしていますけれども、市長としてどういう認識で受け止め

ておられて、どういった対応をしていこうという考えがあるか、お聞かせく

ださい。 

〇 市  長   現在、市内のＪＲ東日本の駅は全部で１９駅ありますが、そのうち１０の

駅で駅係員不在の時間帯があると伺っております。３月１６日から西浦和駅、

東浦和駅も早期時間帯で実施される予定と伺っております。障害者の方々が

駅を利用する場合には、事前予約がないとなかなか利用ができない状況にな

りますので、１日前に事前予約をしなくても駅を利用できるように、ボラン

ティアの活用など柔軟な対応を検討するように、埼玉県の鉄道整備要望を通

じて、今、ＪＲ東日本に改善を要望しているところです。 

         引き続きＪＲ東日本への要望を行うとともに、政令指定都市をはじめとす

る他の自治体の状況なども確認しながら、複数の自治体と連携して要望活動

などを行っていきたいと考えております。 

〇 共同通信   今お話にあったボランティアの活用というところですけれども、これは市

としてボランティアを募集したりしていこうということなのか、それともＪ

Ｒにやってもらおうという要望なのかというのは。 

〇 市  長   現時点では、ＪＲ東日本で検討いただけないかということでお話をしてい

るということです。 

〇 共同通信   分かりました。あと、ちょっと細かいのですが、ＪＲがさいたま市内の駅

を無人化しようというときには、市には事前に通告であったり、何か連絡み

たいなものは入るものなのですか。 

〇 市  長   確認します。（会見後、資料提供） 

 

 

その他：ＪＲ東日本の駅の駅係員の一時不在について 
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〇 埼玉新聞   埼玉新聞です。 

         大宮西高校についてお伺いします。さいたま市立大宮西高校、あさって卒

業式がありまして、最後の卒業生が卒業して、市立高校としては実質閉校と

なります。さいたま市のトップとして市立高校が閉校になることについて、

現在の所感と、在校生、卒業生に向けて何かメッセージございましたら、教

えていただけますでしょうか。 

〇 市  長   大宮西高等学校は、５８年の歴史に幕を下ろすことになりますが、これま

で大宮西高等学校を巣立っていった同窓生の皆様や卒業生にとって、母校の

閉校については何事にも代えがたい寂しさがあると思います。 

         卒業生の皆さんには、このさいたま市立大宮西高等学校で学んだというこ

とを大いに誇りに持っていただいて、育んできた仲間との絆を大切にしてい

ただきながら、夢と希望と目標の実現に向けて、それぞれの道にさらに邁進

されることを心から期待しております。 

         また、この１年で大宮西高等学校と、それを引き継いでいく大宮国際中等

教育学校が、体育祭あるいは文化祭などで交流をしてまいりました。大宮国

際中等教育学校の生徒たちは、必ずや大宮西高等学校の卒業生の皆さんの思

い、あるいは良き伝統をしっかりと受け継いで、すばらしい学校を築いてく

れると信じております。 

         地元大宮区をはじめ、さいたま市全域の皆様の長年にわたる温かいご支援

と、歴代教職員各位をはじめＰＴＡ、同窓会、そして関係者の皆様の並々な

らぬご尽力に対し深く敬意を表し、また感謝の意を表したいと思います。本

当に皆様ありがとうございました。 

 

 

〇 埼玉新聞   埼玉新聞です。 

         全く話題は変わりまして、ＳＵＵＭＯ住みたい街ランキング２０２０につ

いてお伺いします。 

         ３月３日にリクルート住まいカンパニーが今年のランキング関東版を発

表しまして、大宮が４位、昨年と変わらず、浦和が１０位、昨年が８位でし

て２ポイントダウン、代わりにさいたま新都心が１９位という結果でした。

その他：大宮西高等学校の閉校について 

その他：ＳＵＵＭＯ住みたい街ランキング２０２０に

ついて 
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受け止めお願いいたします。 

〇 市  長   ３月３日にＳＵＵＭＯ住みたい街ランキング２０２０関東版が発表され

ました。その中で、さいたま市は大宮、浦和、この２つのエリアが３年連続

でベストテンに入ったという報告を聞き、大変うれしく思っているところで

あります。特に大宮が昨年に続き第４位、浦和は２つ順位を落としましたが、

１０位でした。また、新都心が２３位から１９位に順位を上げたということ

で、３つのエリアがこのベスト２０の中に入るということを大変誇らしく思

いますし、こうした住みたい街になってきたのは、まさに多くの市民の皆さ

んや事業者の皆さんの大変力強い努力、あるいはお力添えの賜物であると思

っております。皆様に改めて御礼申し上げたいと思います。 

〇 埼玉新聞   今の件なんですけれども、浦和がそれでも１０位なのですけれども、２位

順位を落とした理由については何かお感じになることってございますでし

ょうか。 

〇 市  長   このランキング全体で見ると、やはりターミナル駅が強い傾向にあると思

いますけれども、その中でやはり浦和駅、住宅地としての浦和という存在が、

このベストテンの目白押しの中で入っているということは、すばらしいこと

だと思っています。 

         ただ、若干順位が２つ下がったということでいうと悔しい部分もあります

けれども、これは引き続き高い評価をいただいたと私自身は見ておりますの

で、さらにそれぞれの浦和、大宮あるいは新都心等の、いわゆる住みたい街

と言われるブランド力を高めていくための様々な施策をしっかりと打って

いくと同時に、また市民の皆さんにもいろいろなご協力やご支援をいただき

ながら、文字どおり単に住みたい街になるだけではなくて、実際に住んで良

かったと言われるまちにしていきたいと思っています。 

〇 埼玉新聞   しつこくて恐縮ですけれども、今の点なのですけれども、かつてはトップ

テン入りしました、どことは言わないんですけれども、まちが、去年の台風

の被害で非常にトラブルがありまして、大幅にランキングを落としておりま

す。防災という観点も非常にこのランキング大きいかと思うんですけど、そ

の点については、まちづくりという観点からいかがお考えでしょうか。 

〇 市  長   まさに防災、安全安心というのは、多分住みたい街の中での大きな尺度の

一つであると思います。そういう意味では、私たちもこれまでは大きな災害、
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特に自然災害、台風、豪雨、あるいは地震等についても、比較的他の都市と

比べると少ないエリアでありましたけれども、昨年の台風１９号で約

１，６００世帯の皆さんが床上、床下浸水という大きな被害を受けました。 

         これまで以上に、防災対策、あるいは災害に強いまちづくりを政策の柱の

一つにしてきたつもりですけれども、さらにやはり強化をしていくことは必

要であると感じたところであり、安心に住めるまちだというイメージをさら

に広げていきたいと思います。 

〇日本経済新聞  どうもありがとうございました。 

         以上をもちまして本日の記者からの質問を終了させていただきます。 

〇 進  行   以上をもちまして市長定例記者会見を終了させていただきます。 

         なお、次回の開催は３月２６日木曜日、１３時３０分からを予定しており

ます。本日はありがとうございました。 

 

午後 ２時２８分閉会 

※この議事録は、明らかな言い直し、重複した言葉遣い、話し言葉などを読み易く整理したも 

のを掲載しています。なお、会見後追加・訂正・補足等された文言等については（  ）と 

し、下線を付しています。 


